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重農主義者……彼等を， A. R. J.チユノレゴーは「宗派j，F. リスト














































斯くして，我々は，我々の熟知する古典派理論を特殊な場合 aspecial case 




貨 幣 流 通 取引 所得 産出
数鼠速度価格数抵 速度 高 貨幣所得
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品の供給を 2倍にすることになるであろう o しかし我々は，それと同時に，




は，購買する力 powerto purchaseを持ちながら，それを使用 useしよう



























I肉食品t消費財'1: :i'i幣 p;投 新投資の
価絡 r数低所j出 資官j!;醤 生@J'i
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新役資
の価値
一 (E- S) + 1 
O 
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E においては， (生産物単位当りの生産費一ーを一定とすれば)貯苔Sと投資 I
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斯様にして， [J貨幣論』の考え方lこは，方法 o命)として， 後年の『一般










































































































































換言すれば， 1一般理論』の「経済体系」では， 0 (或はT) ・MVの双














































慮に入れないとかいうことを意味するに過ぎない。 CIT'一般理論』以後， R. 
F.ハロッド， J.ロビンソン……等同僚によって，ケインズの常数とした
「労働J(人口)， 1"設備J(資本)， 1"技術J(労働と資本のリレーションとし
ての)……が変数として取扱われるに至った乙とは，周知の如くである。〕
……我々の独立変数は，先ず第ーに，消費性向〔消費，貯蓄に関わる)，資
本の限界効率表及び利子率〔投資〕であるが，……これらは更に分析するこ
との出来るものである。……我々の従属変数は，雇用量と賃銀単位をもって
測られた国民所得(又は国民分配分)とである。J(245頁，訳275-6瓦0)
〔未完 紙数の都合により(4)まで〉
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